
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地方独立行政法人 

北海道立総合研究機構 北方建築総合研究所 平成２５年度 年報 

良質な木造共同住宅のためのローコスト高性能遮音工法の開発 

木材利用促進のためには良質な木造共同住宅を供

給することが必要です。しかし、ローコストで高性

能な工法はほとんど普及していません。本研究では、

これまで木造共同住宅で実現できなかったローコス

トで高遮音な工法を開発し普及するため、道内外の

研究機関と連携・協力し、既往の研究成果において

評価は高いが、木造住宅にほとんど普及していない

緩衝系工法に着目して遮音性能向上効果を解明し、

性能予測手法の確立及び工法開発を行います。 

遮音性能に関する実態調査と遮音性能の実測など

を行いました。民間賃貸住宅に対して入居者アンケ

ート調査を行い、足音などの衝撃力の比較的小さな

音に対して気になる方が多いことがわかりました。

これらの結果を基に、本研究では目標性能として

RCスラブ150mmと同等以上の遮音性能を有する

工法を目指すこととしました。 

乾式遮音二重床の重量床衝撃音の改善量は、二重床

部分の面密度と高い相関関係があることがわかりま

した。また、木造床において、床衝撃音レベル、天井

内と天井面の遮音量の合算により、重量床衝撃音レベ

ルがおおよそ判断できることがわかりました。 

乾式遮音二重床、天井への振動伝達を抑える

Resilient channel、地域材であるしらかばフローリ

ングを使用した工法について試験室における性能検

証を行いました。この結果、Resilient channel の

剛性を若干落とし、取り付ける天井根太の剛性を高

めることで改善効果が得られることがわかりまし

た。また、本研究では木造床の遮音性能の評価とし

て、重量床衝撃音より主観評価による検証が適する

ととらえており、主観評価により乾式遮音二重床＋

Resilient ChannelがRCスラブ150mmと同等程

度の遮音性能があるという結果を得ました（図１）。

なお、本工法のコストは表２のとおりです。 

 実大実験棟に乾式遮音二重床を施工し性能検証を

行い、目標とする遮音性能を得ることができました

（図２、図３）。 

表１ 本研究のフロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表２ コスト分析 

 民間賃貸住宅の 

一般的な仕様 

木造公営住宅の 

標準仕様 

乾式遮音 

二重床工法 

材工費用差 0 +3,000 円/m2 +5,000 円/m2 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 本研究で開発・評価した床仕様の例 

表 2 コスト 

 民間賃貸住宅の 

一般的な仕様 

品確法相当スラブ厚

11cm 仕様 
本工法 

材工費用差 0 +3,000 円/m2 +５,000 円/m2 

 

本成果は公営住宅及び民間賃貸共同住宅に使用するために自治体等に対し普及していきます。また、更に

Resilient channel の形状・コスト・施工性等を勘案した部材開発を進めることにより、一層の遮音性能の向

上や、より安価な工法開発を進めていくことが可能であり、今後更に研究開発を継続します。 

●共同研究機関：（協力機関）林産試験場、工業試験場、（独）建築研究 

所、（独）産業技術総合研究所、（一財）日本建築総合 
試験所、（乾式遮音二重床工業会） 

●研究担当：北方建築総合研究所 環境科学部構法材料グループ 
                居住科学部居住科学グループ 

●研究期間：平成２３～２５年度（終了） 

●研究区分：重点研究 

研究の背景・目的 

研究の概要・成果 

今 後 の 展 開 

２．遮音性能予測手法の確立	


１．遮音性能に関する実態調査（北総研）	


・木造共同住宅の遮音性能の実態、入居
者ニーズなどの把握（H23）	


①試験室による測定（北総研、日総試 H23）	

　　各部位の振動性状などの把握	


３．遮音工法の開発	


①性能及び仕様の最適化と木造用遮音部

材開発（北総研、林産試、工試 H23-25）	


②試験室における検証（北総研、建研 H24）	


③主観評価による評価（産総研 H24-25）	


②予測手法の確立（北総研、日総試 H24）	


木造共同住宅用ローコスト遮音工法の開発	


４．実験住宅における性
能検証（北総研 H25）	
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Ａ特性床衝撃音レベル 
木造：64 ＲＣ造：62 

Li,Fmax,r-55（木造）,55（RC 造） 

図１ 主観評価による性能検証 図２ 木造床とRC床の床衝撃音 

レベル測定結果 

Li,Fmax,r：重量床衝撃源を使用した場合の床衝撃音レベル等級 

A特性床衝撃音レベル：床衝撃音レベルを聴感補正した値 

図３ 実験住宅における仕様 


